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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

日本航空株式会社所属ボーイング式７４７型ＪＡ８１２７が昭和５０年９月２２日同社の定期

７２便として東京国際空港を離陸し、ホノルル国際空港に向け飛行中、旅客の１名が病死した。

１．２　航空事故調査の概要

昭和５０年９月２４日　事実調査



２　認定した事実及び認定した理由

ＪＡ８１２７は、９月２２日旅客３３８名、乗員２１名がとう乗し、２２時５８分（日本標準 

時。以下同じ）東京国際空港を離陸し、ホノルルに向け巡航高度３５，０００フィートで正常に飛 

行中、９月２３日０３時５０分ころ旅客の１名の容態が急変した。

客室乗務員は、機長に報告すると共に直ちにとう乗者中の日本人医師１名及び看護婦２名に 

手当を依頼し、酸素吸入を始め種々手当を尽したが、０４時５５分ころ当該医師により同旅客 

の死亡が確認された。同旅客は生まれつき腎臓及び骨格が弱い９ヶ月の幼児で祖父が付添人と 

してとう乗していた。

機長は、航空交通管制機関に通報した後０５時４６分ホノルル国際空港に着陸した。

検死官の米国人医師によれば、同旅客の死亡原因は、「慢性腎臓病による尿毒症」であった。

３　結論

原因

本事故は、ＪＡ８１２７にとう乗中の旅客が、「慢性腎臓病による尿毒症」により死亡したも 

のと認められる。


